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原理・特徴 応用例

【原理】 回転多面鏡で時間‐空間マッピングを実現

【特徴】 1画像，1LED当たりの受信効率が従来の10倍
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低コスト 小型 高速通信

提案デバイスの特徴

電波：干渉やセキュリティに難 可視光：選択的な通信に適する低速なイメージセンサでも高速化が可能
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安全運転支援情報の通信

回転多面鏡＋スマートフォンカメラ

多くのドライバーがリアルタイムに
走行情報を共有可能

安価な通信デバイスに

車車間通信などに応用可能


